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は
じ
め
に

　

水
上
輪
は
龍
樋
・
龍
尾
車
と
も
よ
ば
れ
、わ
が
国
に
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ

た
。
排
水
の
仕
組
み
は
、
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
原
理
を
応
用
し
た
道
具
で
、

手
金
（
て
が
ね
）
と
い
う
ハ
ン
ド
ル
を
回
転
さ
せ
る
と
、
円
筒
形
状
の
樋

の
な
か
の
芯
木
に
装
着
さ
れ
た
羽
根
も
連
動
し
て
回
転
し
、
水
は
樋
の
な

か
を
回
転
し
な
が
ら
上
へ
上
へ
と
汲
み
上
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
水
上

輪
を
操
作
（
引
く
）
す
る
こ
と
を
「
樋
引
」
と
か
「
水
替
」
な
ど
と
称
す

る
。
一
般
的
に
近
世
初
期
に
お
い
て
は
「
樋
引
」、
後
期
に
は
「
水
替
」

佐
渡
金
銀
山
へ
の
水
上
輪
導
入
と
水
学
宗
甫

橋
本
賢
一

と
称
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
両
者
の
境
界
線
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し

た
研
究
は
な
い
。

　

従
来
、
生
産
の
第
一
線
に
あ
る
湧
水
処
理
作
業
は
の
ち
の
無
宿
水
替
を

生
み
出
す
基
盤
と
な
っ
た
「
最
悪
最
低
」
の
労
働（

（
（

、
あ
る
い
は
「
か
な
こ
」

が
分
岐
し
た
「
特
殊
な
存
在（

（
（

」
と
し
て
解
明
が
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
偏
見
と
も
い
う
べ
き
評
価
が
、
佐
渡
金
銀
山
の
湧
水
処
理
作
業
と
こ

れ
を
行
う
者
に
つ
い
て
、「
樋
引
」
と
「
水
替
」
の
区
別
な
く
理
解
さ
れ

て
き
た
原
因
で
も
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
境
界
線
に
水
上
輪
を
位
置
づ
け

て
そ
の
歴
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
佐
渡
鉱
山
で
湧
水
処

理
を
行
う
者
た
ち
の
生
成
と
発
展
を
段
階
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
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で
あ
る
。

　

水
上
輪
は
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
、
日
本
各
地
で
揚
水
道
具
と
し
て
使
用

さ
れ
た
「
農
具
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る（

（
（

。
し
か
し
当
初
は
湧

水
処
理
の
切
り
札
と
し
て
、
一
七
世
紀
前
半
に
湧
水
に
頭
を
抱
え
る
佐
渡

鉱
山
（
以
下
、
佐
渡
金
銀
山
）
に
水
学
宗
甫
と
い
う
京
都
の
盲
人
に
よ
り

伝
え
ら
れ
た
。
し
か
し
結
論
か
ら
記
せ
ば
、
山
師
が
玳
瑁
を
は
た
い
て
手

に
入
れ
た
こ
の
技
術
は
、定
着
す
る
ど
こ
ろ
か
彼
ら
を
破
産
に
追
い
込
み
、

佐
渡
の
島
民
を
塗
炭
の
苦
し
み
の
淵
に
追
い
や
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て

最
後
は
、
技
術
的
に
大
幅
に
後
退
し
た
釣
瓶
に
よ
る
湧
水
処
理
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

　

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
近
世
中
期
ご
ろ
に
は
水
上
輪
が
地
方
へ
も
払
い

下
げ
ら
れ
て
以
降
、
農
具
と
し
て
普
及
す
る
と
さ
れ
る
が（

（
（

、
近
世
後
期
に

は
気
絶
（
け
だ
え
）
対
策
と
し
て
唐
箕
が
利
用
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
推

し
量
る
に
、
あ
る
道
具
が
鉱
山
に
は
じ
ま
り
農
村
に
至
る
と
い
う
垂
直
降

下
式
の
理
解
に
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。「
農
具
」
と
「
工
具
」
の
区

別
は
、
使
う
人
や
場
所
に
よ
っ
て
柔
軟
に
決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。し
た
が
っ
て
水
上
輪
が
廃
れ
た
最
大
の
原
因
は
、

一
言
で
記
せ
ば
不
便
で
あ
っ
た
か
ら
と
な
る
。

　

し
か
し
こ
の
不
便
な
水
上
輪
が
、
曲
が
り
な
り
に
も
近
世
初
期
の
ご
く

一
時
期
に
、
佐
渡
金
銀
山
の
湧
水
処
理
の
切
り
札
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ

と
は
事
実
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
不
便
さ
が
存
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
先
行
研
究
が
京
都
の
盲
人
と
し
か
記
さ
な

い
水
学
宗
甫
自
身
の
技
術
者
と
し
て
の
特
性
や
彼
の
活
躍
の
場
で
も
あ
っ

た
西
国
、
と
く
に
上
方
に
お
け
る
評
価
を
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

先
行
研
究
に
は
、
水
上
輪
が
未
定
着
に
終
わ
っ
た
原
因
を
当
該
技
術
の

特
許
料
（
権
）
や
人
足
の
人
件
費
の
高
さ
に
求
め
る
も
の
が
あ
る（

（
（

。
右
肩

下
が
り
の
近
世
日
本
の
鉱
業
に
あ
っ
て
、
院
内
銀
山
・
佐
渡
金
銀
山
は
、

確
か
に
石
見
銀
山
と
比
す
れ
ば
領
主
的
搾
取
の
も
と
で
「
か
な
こ
」
経
営

が
形
成
・
進
展
し
た
鉱
山
で
あ
り（

（
（

、
人
件
費
の
抑
制
に
は
肯
ず
べ
き
も
の

が
あ
る
。
し
か
し
請
負
経
営
の
展
開
に
よ
る
経
費
節
減
で
、
領
主
側
の
最

低
限
の
収
益
確
保
の
狙
い
を
説
明
で
き
て
も
、
水
上
輪
以
上
の
技
術
革
新

が
図
ら
れ
な
が
ら
も
な
し
得
な
か
っ
た
原
因
を
特
許
や
佐
渡
金
銀
山
の
諸

職
人
の
隷
属
性
の
み
で
は
説
明
は
で
き
な
い
。

　

佐
渡
金
銀
山
は
、
全
国
を
統
一
し
た
幕
府
が
鉱
山
を
所
有
す
る
う
え
で

象
徴
的
な
存
在
で
あ
り
、
も
は
や
再
起
不
能
で
あ
り
な
が
ら
も
近
世
を
通

じ
て
鉱
山
経
営
が
行
わ
れ
た
山
で
あ
る
。ま
ず
は
領
主
側
に
あ
た
る
幕
府
・

佐
渡
奉
行
所
・
山
師
ら
の
鉱
山
経
営
に
対
す
る
姿
勢
も
把
握
し
て
お
く
必

要
が
あ
ろ
う
。
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幕
府
・
佐
渡
奉
行
所
の
鉱
山
政
策
と 

水
学
宗
甫
に
よ
る
水
上
輪
の
導
入

　

関
ケ
原
の
合
戦
後
、
敦
賀
の
豪
商
で
あ
る
田
中
清
六
が
佐
渡
代
官
と
し

て
鉱
山
の
経
営
を
行
っ
た
際
の
特
色
に
坑
道
掘
り
と
運
上
入
札
制
の
二
つ

が
あ
る
。
坑
道
掘
り
と
は
、
地
表
に
出
た
鉱
脈
を
掘
り
下
げ
る
露
頭
掘
り

に
対
す
る
も
の
で
、
地
中
の
鉱
脈
に
向
け
て
坑
道
（
ト
ン
ネ
ル
）
を
掘
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
運
上
入
札
制
と
は
、
鉱
脈
の
発
見
者
に
経
費
に
見
合

う
だ
け
の
出
鏈
（
鉱
石
）
の
採
取
を
認
め
て
、
そ
の
の
ち
に
十
日
間
ご
と

に
採
掘
期
間
を
設
け
て
、
採
掘
期
間
の
運
上
額
を
入
札
者
に
競
わ
せ
る（

（
（

。

こ
の
坑
道
掘
り
と
運
上
入
札
制
に
よ
り
、
諸
国
の
山
師
が
佐
渡
へ
渡
海
し

て
金
銀
山
が
隆
盛
と
な
る
一
方
で
、
す
で
に
こ
の
時
期
か
ら
坑
道
を
維
持

す
る
た
め
の
煙
貫
（
け
む
ぬ
き
）
や
排
水
施
設
の
整
備
は
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
、
多
く
の
間
歩
が
操
業
不
能
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）、
佐
渡
代
官
に
就
任
し
た
大
久
保
長
安
は
、

鉱
山
復
興
策
と
し
て
直
山
制
と
荷
分
け
制
を
施
行
す
る
。大
久
保
長
安
は
、

山
師
が
み
ず
か
ら
調
達
し
て
い
た
排
水
・
炭
・
蝋
燭
・
筵
な
ど
の
必
要
物

資
を
幕
府
が
公
給
す
る
直
山
制
を
実
施
し
、
こ
れ
に
要
し
た
経
費
を
出
鏈

で
山
師
と
奉
行
所
が
配
分
す
る
荷
分
け
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
山
師
が

排
他
的
経
営
を
行
っ
て
い
た
金
銀
山
は
、
奉
行
所
（
幕
府
）
が
実
質
的
に

支
配
す
る
も
の
へ
と
性
格
が
変
容
す
る
こ
と
と
な
っ
た（

（
（

。

　

慶
長
一
三
年
（
一
六
〇
八
）
二
月
、
は
じ
め
て
佐
渡
に
渡
海
し
た
折
に

大
久
保
長
安
は
、
金
山
を
検
断
し
て
坑
道
の
深
さ
と
海
水
面
が
す
で
に

「
深
サ
均
キ
」
状
態
に
あ
る
と
幕
府
に
注
進
し
て
い
る（

（
（

。
慶
長
一
五
年

（
一
六
一
〇
）、
大
久
保
は
深
度
を
増
し
た
坑
道
の
排
水
に
多
額
の
費
用

を
費
や
し
て
疎
水
を
完
成
さ
せ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
物
資
の
公
給
は
次

第
に
山
師
の
経
営
保
障
に
変
質
し
、
大
久
保
の
失
脚
と
と
も
に
物
資
の
公

給
は
廃
止
さ
れ
た（

（1
（

。

割
間
歩
を
ハ
今
年
閏
三
月
ま
て
山
仕
豊
部
蔵
人
と
云
も
の
稼
し
か
、

水
涌
出
て
稼
の
障
り
と
な
る
に
依
て
か
な
樋
と
い
ふ
も
の
を
拵
へ
水

を
汲
取
る
と
い
へ
と
も
急
務
を
成
さ
さ
る
ニ
付
蔵
人
も
術
を
失
ひ
し

ゆ
え
、
味
方
但
馬
入
代
り
割
間
歩
の
稼
を
な
し
、
手
代
共
之
内
心
得

し
も
の
あ
り
て
、
寸
方
樋
「
す
ほ
ん
樋
と
唱
」
と
云
物
を
拵
へ
水
を
汲

上
る
所
弁
利
よ
く
し
て
水
を
取
透
し
台
通
り
を
穿
鑿
な
す
処
、
無
程

盛
り
を
得
て
一
十
日
之
内
鏈
数
万
荷
を
出
す
と
云

但
、
一
十
日
と
ハ
一
ヶ
月
ヲ
三
ツ
ニ
割
、
十
日
宛
に
て
出
鏈
の

多
少
を
定
ル
事
な
り
、
此
頃
ハ
鏈
荷
数
の
多
少
を
以
、
其
間
歩

の
盛
衰
を
定
め
し
也
、
割
間
歩
之
鏈
ハ
上
品
な
れ
と
も
下
鏈
交

て
平
均
し
一
荷
の
代
銀
五
六
匁
ニ
積
り
て
も
一
万
荷
の
代
銀
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五
・
六
拾
貫
文
と
知
る
へ
し
、
尤
鎮
目
市
左
衛
門
支
配
之
中
ハ

金
銀
山
極
て
盛
ん
に
し
て
一
年
の
出
高
七
・
八
千
貫
目
ニ
至
り

し
程
な
れ
ハ
一
十
日
ニ
百
貫
目
以
上
出
し
間
歩
も
あ
り
と
見
え

た
り

　

右
の
「
佐
渡
年
代
記
」
は
、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
閏
三
月
に
佐
渡

金
銀
山
で
排
水
道
具
と
し
て
「
寸
方
樋
」
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る（

（1
（

。
山
師
の
豊
部
蔵
人
が
経
営
す
る
割
間
歩
が
湧
水
に
よ
り
水
敷
（
水

没
）
と
な
り
、「
か
な
樋
」
を
拵
え
て
排
水
に
あ
た
ら
せ
た
が
、
急
務
を

な
さ
ず
に
割
間
歩
の
経
営
か
ら
手
を
引
く
こ
と
と
な
っ
た
。
豊
部
と
入
れ

替
え
に
割
間
歩
の
経
営
に
参
画
し
た
の
が
、山
師
の
味
方
但
馬
守
で
あ
り
、

「
手
代
共
之
内
心
得
し
も
の
」
が
ス
ポ
イ
ト
の
よ
う
に
揚
水
す
る
「
寸
方

樋
」
を
拵
え
た
。
す
る
と
排
水
作
業
が
捗
り
、
や
が
て
味
方
但
馬
守
は
鉱

脈
に
突
き
あ
た
り
「
盛
り
」
を
迎
え
た
と
あ
る
。

　

元
和
四
年
は
、
佐
渡
国
が
代
官
制
度
か
ら
鎮
目
市
左
衛
門
惟
明
と
竹
村

九
郎
右
衛
門
嘉
政
の
二
名
に
よ
る
佐
渡
奉
行
制
に
改
め
ら
れ
た
年
で
あ

る
。
当
時
の
鉱
山
政
策
が
、
佐
渡
一
国
の
統
治
上
の
改
編
を
も
と
も
な
う

重
要
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
な
お
、
史
料
後
段
が
示
し

て
い
る
の
は
、
鎮
目
市
左
衛
門
・
竹
村
九
郎
右
衛
門
ら
の
鉱
山
政
策
で
歩

合
制
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
山
師
の
稼
ぎ
に
応
じ
た
運
上
を
貢
納
さ
せ
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、「
手
代
共
之
内
心
得
し
も
の
」
に
よ
る
排
水
作
業
の
人
件
費
が

問
題
と
な
ら
な
い
条
件
は
、
ま
ず
佐
渡
金
銀
山
が
常
に
「
盛
り
」
を
迎
え

て
い
る
こ
と
。
つ
い
で
荷
分
け
が
山
師
に
有
利
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

最
後
に
山
師
に
専
業
的
に
隷
属
す
る
職
人
に
よ
る
作
業
で
あ
る
こ
と
の
三

点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

水
上
輪
之
事

一�

元
和
四
午
年
、
割
間
歩
豊
部
蔵
人
稼
候
節
、
水
敷
ニ
成
か
な
樋
ニ

而
水
揚
申
候
得
共
は
か
取
不
申
候
処
、
味
方
但
馬
稼
ニ
罷
登
り
家

来
寸
方
樋
ト
申
ヲ
初
而
拵
、
寛
永
十
四
丑
年
、
京
都
よ
り
水
学
宗

甫
ト
云
盲
人
下
り
、
水
上
輪
を
籠
坂
之
番
匠
忠
右
衛
門
・
同
加
賀

勘
兵
衛
・
同
太
郎
左
衛
門
ニ
伝
授
、
割
間
歩
ノ
水
ヲ
引
揚
、
出
鏈

壱
荷
ニ
付
銭
三
文
宛
取
立
宗
甫
方
江
合
力
、
其
後
御
上
よ
り
被
下

候
か
又
は
山
主
共
合
力
ニ
候
歟
、
三
人
扶
持
宛
取
、
宗
甫
俗
名
木

原
佐
助
ト
云
、
其
節
宿
ハ
味
方
但
馬
家
よ
り
上
ノ
方
八
百
屋
四
郎

兵
衛
方
江
落
着
、
四
郎
兵
衛
隣
之
長
右
衛
門
ト
云
者
有
、
此
者
ハ

寸
方
樋
ヲ
拵
、
妙
輪
寺
ノ
滝
ニ
テ
寸
方
ト
水
上
輪
ト
水
引
く
ら
べ

候
処
過
分
之
違
有
之
候
間
、
水
上
輪
ヲ
用
候
得
共
、
折
々
ハ
寸
方

樋
も
用
ひ
申
候
、
宗
甫
ハ
帰
国
致
大
坂
ニ
罷
有
、
然
所
承
応
元
辰

十
月
初
ニ
水
敷
ノ
山
主
片
山
勘
兵
衛
・
村
上
善
左
衛
門
・
味
方
次

郎
四
郎
・
岡
山
武
兵
衛
・
味
方
治
助
、
各
相
談
之
上
水
学
方
へ
飛
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脚
指
越
候
処
、
早
速
罷
下
リ
辰
十
二
月
廿
四
日
、
原
十
左
衛
門
穴

蔵
ニ
テ
樋
ヲ
立
水
引
揚
、
同
廿
八
日
割
間
歩
水
敷
江
樋
七
本
、
此

間
数
六
間
壱
尺
之
処
、
水
引
揚
高
サ
壱
丈
六
尺
五
寸
、
明
ル
巳
正

月
一
七
日
、
同
敷
内
・
諏
訪
之
敷
両
山
ニ
テ
水
引
揚
ケ
、
同
十
九

日
辻
・
久
保
・
奥
野
・
岡
林
・
見
分
之
上
、
水
引
揚
ケ
候
か
ら
く

り
ノ
様
子
ヲ
見
せ
可
申
由
被
仰
候
得
共
、
秘
所
有
之
由
ニ
テ
見
せ

不
申
候
、
尤
次
助
方
よ
り
水
学
ヲ
呼
越
候
、
江
戸
江
之
願
は
、
巳

正
月
致
候
得
共
、
先
達
而
申
遣
候
、
尤
味
方
孫
太
夫
所
持
之
書
物

ニ
ハ
、
明
暦
元
未
年
ニ
水
学
呼
越
候
ト
有
之
「
此
年
彌
水
学
下
リ
割

間
歩
樋
八
拾
艘
立
候
儀
、
慥
成
説
ニ
ハ
」
其
後
万
治
元
、
原
十
左
衛
門
・

利
田
太

（
利
兵
衛
と
も
云
）

郎
右
衛
門
・
樋
口
五
郎
左
衛
門
、
江
戸
江
罷
登
り
自

分
入
用
を
以
割
間
歩
樋
ヲ
立
、
水
ヲ
引
稼
申
度
由
願
候
処
、
被
仰

付
、
同
六
月
よ
り
樋
三
拾
四
艘
立
稼
候
得
共
、
入
用
銀
積
候
間
、

御
山
差
上
申
候
、
勿
論
、
石
原
重
左
衛
門
、
浅
田
孫
兵
衛
手
代
瀬

兵
衛
指
添
、承（

二
月
と
も
云
）

応
二
巳
正
月
廿
六
日
、水
敷
願
ニ
江
戸
江
罷
登
り
、

翌
年
殊
外
水
敷
ニ
罷
成
候
間
、
水
学
方
へ
呼
ニ
趣
候
得
ハ
先
達
而

籠
坂
三
人
ノ
番
匠
ニ
伝
授
致
通
候
迚
弟
子
弐
人
差
下
シ
申
候
、
其

節
長
坂
番
匠
藤
兵
衛
・
治
左
衛
門
、
水
上
輪
よ
り
宜
樋
之
仕
様
有

之
由
訴
出
、
殊
外
御
咎
ニ
逢
申
候
、
右
山
主
原
・
樋
口
出
入
、
横

死
之
儀
ハ
寛
文
二
年
寅
年
ノ
稿
ニ
記
置
（
後
略
）

　

右
の
「
佐
渡
国
略
記
」
に
所
収
さ
れ
る
「
水
上
輪
之
事
」
は（

（1
（

、
寛
永

一
四
年（
一
六
三
七
）に
割
間
歩
が
再
び
水
敷
と
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。

そ
こ
で
京
都
か
ら
招
聘
さ
れ
た
の
が
、
水
学
宗
甫
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

　

史
料
の
傍
線
部
に
よ
れ
ば
、
水
学
は
こ
の
水
上
輪
を
「
籠
坂
之
番
匠
忠

右
衛
門
・
同
加
賀
勘
兵
衛
・
同
太
郎
左
衛
門
」
ら
へ
、
出
鏈
一
荷
に
つ
き

銭
三
文
・「
山
主
共
合
力
ニ
候
歟
、
三
人
扶
持
」
で
有
償
に
よ
る
技
術
提

供
を
し
て
い
る
。
水
学
へ
提
供
さ
れ
る
金
銭
・
扶
持
は
、
お
そ
ら
く
奉
行

所
で
は
な
く
、
技
術
の
導
入
に
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
山
師
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　

相
川
に
到
着
し
た
水
学
宗
甫
は
、
味
方
但
馬
守
の
家
に
近
い
八
百
屋
四

郎
兵
衛
宅
へ
寄
宿
す
る
。
そ
し
て
四
郎
兵
衛
の
隣
に
住
む
長
右
衛
門
が
拵

え
た
寸
方
樋
と
引
き
比
べ
を
妙
輪
寺
の
滝
で
行
っ
て
い
る
。
長
右
衛
門
は

「
手
代
共
之
内
心
得
し
も
の
」、
つ
ま
り
配
下
に
あ
た
る
者
で
、
平
素
か

ら
山
師
は
こ
の
よ
う
な
職
人
を
自
身
の
周
辺
に
住
ま
わ
せ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
引
き
比
べ
で
水
上
輪
は
、「
過
分
之
違
有
之
」
と
し
て
有
用

性
を
認
め
ら
れ
る
。以
後
、割
間
歩
で
水
上
輪
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
「
佐
渡
国
略
記
」
は
記
す
。
し
か
し
史
料
波
線
部
に
よ
れ
ば
、
そ
の

一
方
で
「
折
々
ハ
寸
方
樋
も
用
ひ
」
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

旧
来
の
寸
方
樋
と
最
新
の
水
上
輪
が
併
用
さ
れ
る
理
由
は
、
史
料
二
重

傍
線
部
に
暗
示
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）、
水
敷
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の
山
師
で
あ
る
原
十
左
衛
門
・
利
田
太
郎
右
衛
門
・
樋
口
五
郎
左
衛
門
ら

が
江
戸
へ
上
京
し
て
資
金
を
拝
借
、
水
上
輪
を
立
て
て
割
間
歩
経
営
の
再

興
を
試
み
る
も
「
入
用
銀
積
」
っ
て
挫
折
し
て
い
る
。
山
師
か
ら
み
れ
ば

特
許
料
と
い
う
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
水
上
輪
の
設
置
費
用
の
高
額
さ
に

問
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）、「
殊
外
水
敷
」
と
な
っ
た
間

歩
の
再
興
の
た
め
に
、
山
師
の
石
原
重
左
衛
門
は
浅
田
孫
兵
衛
の
手
代
で

あ
る
瀬
兵
衛
と
と
も
に
大
坂
（
あ
る
い
は
京
都
）
の
水
学
宗
甫
方
へ
訪
問

し
て
、
水
上
輪
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う
懇
願
す
る
が
、
水
学
は
籠
坂
の
番

匠
で
あ
る
忠
右
衛
門
・
加
賀
勘
兵
衛
・
太
郎
左
衛
門
ら
に
伝
授
し
た
こ
と

を
理
由
に
弟
子
を
二
人
ば
か
り
相
川
に
送
っ
て
お
り
、
特
許
が
関
係
す
る

と
は
考
え
に
く
い
。
お
そ
ら
く
匙
を
投
げ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
水
学
の
技

術
が
口
伝
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
く
性
質
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。

　

一
方
、
史
料
後
段
の
二
重
傍
線
部
で
は
、「
殊
外
水
敷
」
に
際
し
て
、

長
坂
の
番
匠
の
藤
兵
衛
と
治
左
衛
門
が
水
上
輪
よ
り
「
宜
樋
之
仕
様
」
が

あ
る
こ
と
を
訴
え
出
て
処
罰
さ
れ
て
い
る
。「
殊
外
水
敷
」
と
い
う
、
あ

る
一
定
の
基
準
を
超
え
る
湧
水
が
発
生
す
る
と
水
上
輪
の
み
で
は
対
応
不

能
で
、「
手
代
共
之
内
心
得
し
も
の
」
に
よ
る
寸
方
樋
に
よ
る
効
率
的
な

排
水
が
必
要
で
あ
ろ
う
し
、
水
上
輪
よ
り
も
も
っ
と
効
率
性
で
優
れ
る
樋

を
製
作
し
得
た
の
で
あ
る
。

　

史
料
の
点
線
部
は
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
正
月
一
九
日
の
出
来
事

で
あ
る
。
佐
渡
地
役
人
の
辻
・
久
保
・
奥
野
・
岡
林
ら
が
、
水
学
に
水
上

輪
の
仕
組
み
を
見
せ
る
よ
う
迫
る
。
こ
れ
に
彼
は
、「
秘
所
」
が
あ
る
と

し
て
こ
れ
を
拒
否
し
て
い
る
。
こ
れ
は
書
物
に
よ
ら
な
い
口
伝
に
よ
る
技

術
・
道
具
が
、
有
償
提
供
・
実
学
優
先
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

　

右
の
「
佐
渡
国
略
記
」
の
「
水
上
輪
之
事
」
で
は
、
技
術
の
導
入
主
体

で
あ
る
は
ず
の
山
師
が
水
上
輪
の
導
入
を
試
み
て
は
破
産
し
て
い
く
。
往

時
、絶
大
な
威
勢
を
誇
っ
た
山
師
の
資
力
低
下
を
逆
説
的
に
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
水
上
輪
よ
り
効
率
的
な
樋
が
あ
る
と
主
張
す
る
長
坂
番
匠
の
藤
兵

衛
・
治
左
衛
門
の
両
名
を
処
罰
し
、
さ
ら
に
水
上
輪
の
設
置
費
用
を
無
視

し
て
、
山
師
・
佐
渡
奉
行
所
双
方
が
無
思
考
に
水
上
輪
に
依
存
し
て
い
く

過
程
で
も
あ
る
。

井
原
西
鶴
な
ど
の
上
方
文
学
作
品
に
み
る 

水
上
輪
導
入
以
前
の
水
学
宗
甫

　

佐
渡
金
銀
山
の
技
術
は
、
坑
道
掘
り
や
測
量
・
砕
石
な
ど
で
築
堤
・
土

木
を
始
め
と
す
る
「
甲
州
流
」
を
、
精
錬
技
術
で
は
石
見
銀
山
の
技
術
を

継
承
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
技
術
は
、
や
が
て
人
の
移
動
と
と
も
に
院
内
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銀
山
な
ど
へ
と
伝
え
ら
れ
る
。
佐
渡
の
金
銀
鉱
床
は
、
浅
熱
水
性
金
銀
鉱

床（
（1
（

で
甲
州
と
比
較
す
る
と
低
品
位
で
は
あ
っ
た
が
、
製
錬
の
分
野
に
お
い

て
は
大
陸
伝
来
の
鉛
の
特
性
を
利
用
し
た
灰
吹
法
・
南
蛮
吹
が
行
わ
れ（

（1
（

、

純
度
の
高
い
貨
幣
を
鋳
造
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
以
外
の
湧
水
処
理

と
い
う
作
業
で
行
わ
れ
た
数
少
な
い
技
術
革
新
が
水
上
輪
で
、
導
入
し
た

技
術
者
が
水
学
宗
甫
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
「
京
都
の
盲
人
」
水
学
宗
甫
は
、
俗
名
を
木
原
佐
助
と
い
っ
た
。

佐
渡
金
銀
山
の
山
師
が
頼
り
に
す
る
水
学
宗
甫
の
経
歴
は
、
先
行
研
究
に

よ
る
と
こ
れ
ま
で
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
主
に
文
学
作
品
を
中
心
に
し
て

水
学
宗
甫
の
人
と
な
り
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
水
上
輪
の
性
質
を
考
え
る

こ
と
と
し
た
い
。「
長
崎
実
録
大
成
」
に
よ
る
と（

（1
（

、
佐
渡
金
銀
山
に
水
上

輪
を
導
入
す
る
前
年
に
あ
た
る
寛
永
一
三
年
（
一
六
三
六
）、
水
学
宗
甫

は
長
崎
で
活
動
し
て
い
る
。
以
下
、「
長
崎
実
録
大
成
」
の
記
述
で
あ
る（

（1
（

。

　
　
　
　
　
（
前
略
）

唐
船

一�

向
後
日
本
よ
り
異
国
渡
海
一
切
御
停
止
被
仰
出
、
切
支
丹
御
制
禁

其
外
数
ヶ
条
之
趣
被
仰
渡
之

一
今
年
よ
り
唐
船
荷
役
之
節
、
公
儀
よ
り
御
検
使
差
出
ル
事
始
ル

一
出
島
屋
敷
普
請
成
就
ニ
付
、当
年
よ
り
南
蛮
人
共
不
残
令
在
住
ラ
ル

一�

南
蛮
人
長
崎
ニ
テ
出
生
ノ
種
子
男
女
二
百
八
十
七
人
、
阿
媽
港
ニ

流
刑
仰
付
ラ
ル

一�

去
ル
慶
長
十
三
年
、
香
焼
島
外
海
ニ
テ
焼
討
有
シ
南
蛮
船
ニ
積
ミ

居
タ
ル
銀
二
千
六
百
貫
目
程
、
海
底
ニ
有
之
由
、
長
崎
之
好
運
・

京
都
之
水
学
、
此
両
人
工
夫
ヲ
以
テ
取
揚
タ
キ
旨
願
之
通
御
免
ニ

付
、
カ
ラ
ク
リ
之
方
術
ニ
テ
仕
掛
ケ
ノ
器
ヲ
以
テ
、
銀
六
百
貫
目

余
取
揚
之
、
然
ル
処
両
人
争
論
ノ
事
出
来
セ
シ
故
取
揚
ル
事
制
止

セ
ラ
ル　
　
＊
阿
媽
港
（
現
在
の
マ
カ
オ
と
比
定
さ
れ
て
い
る
）

　

寛
永
期
の
「
鎖
国
」
が
段
階
的
に
整
え
ら
れ
る
時
期
に
あ
っ
て
、
水
学

宗
甫
は
慶
長
一
三
年
（
一
六
〇
八
）
に
長
崎
沖
合
の
香
焼
島
に
焼
き
討
ち

さ
れ
て
沈
没
し
た
南
蛮
船
の
引
き
上
げ
を「
長
崎
之
好
運
」と
と
も
に「
カ

ラ
ク
リ
之
方
術
ニ
テ
仕
掛
ケ
ノ
器
」を
用
い
た
引
き
揚
げ
を
行
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
「
長
崎
之
好
運
」
と
は
、
池
田
好
運
の
こ
と
で
彼
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
か
ら
航
海
術
を
学
び
、「
元
和
航
海
記
」
を
記
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

し
か
し
沈
没
船
に
存
在
す
る
銀
二
千
六
〇
〇
貫
目
の
内
、
銀
六
〇
〇
貫

目
余
り
を
引
き
揚
げ
た
と
こ
ろ
で
、
お
そ
ら
く
金
銭
的
事
由
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
が
、
池
田
好
運
と
争
論
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
、
長
崎
奉
行

所
か
ら
引
き
揚
げ
の
中
止
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
水
学
宗
甫
は
畿
内
、
と

り
わ
け
大
坂
で
も
有
名
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
以

前
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
岡
村
不
卜
の
「
江
戸
広
小
路
」
に
も
松
尾
芭

蕉
が
詠
ん
だ
句
の
な
か
に
登
場
し
て
い
る
。



國學院雑誌　第 122 巻第４号（2021年） ─ 8 ─
　
　

水
学
も
乗
物
か
さ
ん
あ
ま
の
川

　

七
夕
に
天
の
川
が
増
水
す
る
と
、
水
学
宗
甫
が
小
袖
な
ら
ぬ
自
作
の
船

を
織
姫
と
彦
星
に
貸
す
で
あ
ろ
う
。
織
姫
と
彦
星
に
も
船
を
貸
す
と
い
う

こ
と
よ
り
も
、
こ
こ
で
は
水
学
は
細
工
人
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
て
お
く（

（1
（

。

　

さ
ら
に
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
の
井
原
西
鶴
「
西
鶴
獨
吟
百
韵
自
註

繪
巻
」
に
も
水
学
は
登
場
し
て
い
る（

（1
（

。

　
　

細
谷
川
や
智
恵
の
水
抜

ま
か
ね
ふ
く
吉
備
の
中
山
お
ひ
に
せ
る
細
谷
川
の
水
さ
や
け
き
と

備
中
の
名
所
に
讀
り
前
句
の
銀
山
に
付
よ
せ
て
堀
口
の
水
ぬ
き
の

あ
り
さ
ま
を
谷
川
に
む
す
ひ
て
い
た
せ
し

　

こ
こ
に
「
ま
か
ね
ふ
く
吉
備
の
中
山
お
ひ
に
せ
る
細
谷
川
の
水
さ
や
け

き
」
と
は
、「
古
今
和
歌
集
」
に
収
め
ら
れ
る
吉
備
国
に
つ
い
て
詠
ん
だ

大
歌
所
の
和
歌
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
ま
か
ね
ふ
く
」
と
は
吉
備
国
の
枕
詞
、

こ
こ
で
は
「
銀
山
」
を
指
し
て
い
る
。
井
原
西
鶴
は
、
吉
備
の
中
山
の
麓

に
あ
る
吉
備
津
神
社
の
南
方
を
帯
の
よ
う
に
流
れ
る
細
谷
川
の
美
し
さ
を

詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
智
恵
の
水
抜
」
と
は
龍
樋
、
す
な
わ
ち
水

上
輪
で
あ
ろ
う
。

　

つ
い
で
左
に
掲
げ
る
西
鶴
の
句
は
、
水
学
が
寛
永
一
三
年
に
長
崎
の
香

焼
沖
で
南
蛮
船
を
引
き
揚
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
に
も
触
れ
、
水
学
が
さ
ら

に
多
く
の
実
績
を
残
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る（

（1
（

。

　
　

碓
に
不
断
白
玉
碎
か
れ
て

世
に
人
程
か
し
こ
き
も
の
は
な
し
、
近
年
水
覚
と
い
へ
る
盲
人
工

夫
の
ふ
か
き
者
に
て
中
津
川
に
砂
車
淀
川
に
魚
荷
の
早
船
長
崎
の

海
中
に
沈
む
銀
を　

取
あ
く
る
た
く
み
在
所
の
山
水
に
仕
掛
て
碓

を
人
な
し
に
蹴
せ
け
る
、
古
流
に
は
此
前
句
ニ
は
楠
か
は
た
ら
き

な
と
付
侍
る
所
也

　
「
西
鶴
獨
吟
百
韵
自
註
繪
巻
」
で
自
ら
を
「
当
流（

（2
（

」
と
称
す
る
井
原
西

鶴
を
は
じ
め
と
す
る
談
林
俳
諧
で
は
、
水
学
の
知
恵
に
よ
っ
て
「
白
玉
」

さ
え
も
砕
か
れ
る
こ
と
を
称
賛
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
松
永
貞
徳
の
貞
門
俳

諧
（「
古
風
」）
で
は
、
楠
木
正
成
の
仕
業
の
よ
う
だ
と
た
だ
感
嘆
し
、
そ

の
情
景
を
前
句
に
付
け
る
し
か
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
皮
肉
っ
て
い
る
。

阿
蘭
陀
流
と
揶
揄
さ
れ
た
西
鶴
が
、
水
学
の
業
績
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、

「
中
津
川
に
砂
車
」・「
淀
川
に
魚
荷
の
早
船
」・「
長
崎
の
海
中
に
沈
む
銀

を
取
あ
く
る
た
く
み
」
の
三
つ
で
あ
る
。

　

最
後
の
「
長
崎
の
海
中
に
沈
む
銀
」
の
引
き
揚
げ
は
す
で
に
述
べ
た
。

「
魚
荷
の
早
船
」
と
い
う
の
は
、
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）、
京
都
所
司

代
に
願
っ
て
従
来
の
手
繰
船
に
代
わ
っ
て
、
淀
川
に
自
身
が
発
明
し
た
快

速
船
（「
水
学
船
」）
を
設
け
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
西
鶴
が
水

学
の
業
績
と
し
て
冒
頭
に
挙
げ
て
い
る
の
が「
中
津
川
に
砂
車
」で
あ
る
。
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こ
れ
は
河
村
瑞
賢
が
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
、
大
坂
の
淀
川
支
流
の

中
津
川
の
河
川
改
修
工
事
で
使
っ
た
砂
車
の
こ
と
か
は
不
明
で
あ
る（

（2
（

。
こ

の
よ
う
に
水
学
宗
甫
は
、「
佐
渡
国
略
記
」が
記
す
単
な
る
京
都
の「
盲
人
」

で
は
な
く
、
豊
富
な
経
験
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
突
飛
な
発
想
の
「
阿

蘭
陀
流
」
技
術
者
と
し
て
西
国
を
主
要
な
活
動
場
所
と
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
の
活
動
期
間
は
、
佐
渡
金
銀
山
に
水
上
輪
を
導
入
さ
れ
た
時

期
と
も
重
な
る
部
分
も
あ
り
、
怪
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
土
木
技
術
の
保

持
者
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
山
師
ら
が
水
学

を
佐
渡
に
招
聘
し
た
理
由
は
、
上
方
で
の
知
名
度
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
水
学
宗
甫
を
著
名
に
し
た
時
代
的
背
景
と
し
て
、
一
七
世
紀
前

半
に
「
幕
藩
制
的
市
場
」
の
形
成
期
に
主
に
大
坂
・
京
都
を
中
心
と
し
て
、

東
日
本
を
巻
き
込
む
形
で
行
わ
れ
た
舟
運
・
港
湾
整
備
を
指
摘
で
き
る
で

あ
ろ
う（

（2
（

。
そ
し
て
佐
渡
で
も
、
金
銀
山
を
維
持
す
る
た
め
の
閉
鎖
的
な
地

域
市
場
を
形
成
し
て
い
た
が
、
大
袈
裟
な
い
い
方
を
す
れ
ば
、
水
上
輪
の

導
入
に
よ
り
島
の
地
域
社
会
を
内
部
か
ら
突
き
崩
す
要
因
と
な
っ
て
い
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
主
に
船
舶
・
浚
渫
工
事
・
サ
ル
ベ
ー
ジ
な
ど
で

様
々
な
道
具
を
考
案
し
た
水
学
宗
甫
は
、
晩
年
に
な
る
と
東
本
願
寺
で
余

生
を
送
っ
た
と
い
う（

（2
（

。

「
百
姓
伝
記
」
に
よ
る
水
上
輪
の
評
価
と
樋
引
人
足
の
誕
生

　

左
の
延
宝
期
か
ら
天
和
期
ご
ろ
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
「
百
姓
伝
記
」

は
、
水
上
輪
を
ど
の
よ
う
に
説
明
・
評
価
し
て
い
る
だ
ろ
う
か（

（2
（

。
な
お
、

「
百
姓
伝
記
」
は
三
河
地
方
に
成
立
し
た
農
書
で
、
主
に
作
者
が
見
聞
し

た
こ
と
を
書
き
つ
け
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

。

　
　
（
前
略
）

一�

す
い
し
や
う
り
ん
、
ふ
か
き
処
よ
り
高
き
処
へ
、
水
を
ま
き
あ
く

る
も
の
な
り
、
上
ほ
そ
な
る
桶
の
、
九
尺
も
二
間
も
長
ミ
あ
る
や

う
に
ゆ
い
、
桶
の
う
ち
を
ほ
ら
か
い
か
さ
ゞ
い
の
内
の
こ
と
く
、

段
々
か
ら
く
り
、
し
ん
木
に
小
し
た
を
し
て
立
て
、
そ
の
し
ん
き

を
う
こ
か
し
引
に
随
て
、ふ
か
き
井
の
水
、た
か
き
処
へ
あ
が
る
、

こ
し
ら
へ
六
ヶ
敷
、
工
手
間
多
く
入
、
損
し
き
ハ
は
や
く
、
徳
す

く
な
し

一�

す
ん
ぽ
廻
、
船
に
持
て
あ
か
を
と
り
す
つ
る
物
な
り
、
ひ
く
き
処

の
水
を
、
高
ミ
へ
引
あ
く
る
に
自
由
よ
し
。
五
寸
角
・
六
寸
角
の

ひ
の
木
・
栂
を
二
つ
に
わ
り
て
、
内
を
丸
く
く
り
、
水
に
ひ
て
る

処
に
こ
し
た
を
付
て
、
上
に
て
し
ん
き
を
さ
し
、
し
ん
木
の
さ
き

に
ぬ
の
か
も
め
ん
を
ま
き
、
と
い
水
を
上
よ
り
さ
し
て
、
下
な
る
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水
を
よ
び
上
ル
、
い
ち
だ
ん
手
ま
ハ
し
よ
く
、
田
畠
に
水
を
ひ
く

に
甚
徳
多
し
、
船
大
工
よ
く
こ
し
ら
へ
得
た
り
、
家
大
工
ハ
こ
ゝ

ろ
へ
す
、
は
ね
つ
る
へ
・
竜
骨
車
・
す
ん
ほ
ハ
、
堤
・
井
堀
の
普

請
等
ま
て
に
つ
か
ひ
、
手
廻
し
能
も
の
な
り

一�

つ
る
へ
の
事
、
桶
に
も
ゆ
い
、
板
を
以
さ
し
、
つ
る
べ
に
も
し
て

諸
国
共
に
用
る
事
同
事
な
り
、
ふ
か
き
井
戸
ハ
く
る
ま
つ
る
へ
に

も
せ
よ
、
ま
た
く
り
あ
け
つ
る
べ
に
も
せ
よ
、
さ
ほ
つ
る
へ
に
も

し
て
、
其
処
々
の
自
由
に
し
た
が
ふ
へ
し
、
田
畠
に
水
を
か
け
る

時
節
、
自
由
よ
く
、
は
か
取
事
を
専
一
に
す
へ
し

　
　
（
後
略
）

　
「
百
姓
伝
記
」
で
水
上
輪
は
、「
ほ
ら
か
い
」
か
「
さ
ゞ
い
」
な
ど
の
貝

に
似
て
い
て
、
芯
木
を
動
か
す
こ
と
で
水
を
引
き
揚
げ
る
道
具
で
あ
る
と

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
史
料
傍
線
部
で
は
、
内
部
構
造
が
難
し
く
、

製
作
に
手
間
が
か
か
る
こ
と
、
し
か
も
破
損
し
や
す
い
と
記
し
、
最
後
に

「
徳
す
く
な
し
」
と
ま
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
史
料
中
段
の
寸
方

樋
の
記
述
で
は
、
水
上
輪
と
同
じ
く
構
造
の
説
明
を
し
た
の
ち
に
水
上
輪

よ
り
は
「
い
ち
だ
ん
手
ま
ハ
し
よ
く
、
田
畠
に
水
を
ひ
く
に
甚
徳
多
し
」

と
記
す
。
し
か
し
寸
方
樋
は
、
船
大
工
が
よ
く
拵
え
る
も
の
で
あ
る
と
も

記
載
し
て
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
推
測
す
る
に
、
本
来
「
す
ん
ぽ
廻
」
は
「
船
に
持
て
あ
か
を

と
り
す
つ
る
物
」、す
な
わ
ち
船
底
に
た
ま
る
水
を
排
水
す
る
船
具
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。「
百
姓
伝
記
」
に
お
け
る
「
す
ん
ぽ
廻
」
の
評
価
も

決
し
て
芳
し
い
も
の
で
は
な
く
、
ま
っ
た
く
使
い
物
に
な
ら
な
い
水
上
輪

よ
り
、
ほ
ん
の
少
し
ま
し
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由

は
、
史
料
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
な
こ
と
に
く
わ
え
て
、「
家
大
工
」
の
拵

え
得
な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
「
は
ね
つ
る
へ
・
竜
骨
車
・
す
ん
ほ
ハ
」
は
、「
堤
・
井
堀
の
普
請
等

ま
て
に
」
使
う
の
な
ら
ば
、
扱
い
や
す
い
で
あ
ろ
う
が
、
農
具
と
し
て
は

ま
っ
た
く
効
率
が
悪
い
か
ら
決
し
て
使
っ
て
は
な
ら
な
い
と
断
言
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、「
百
姓
伝
記
」
の
作
者
に
と
っ
て
、
水
上
輪
・「
は
ね
つ

る
へ
・
竜
骨
車
・
す
ん
ほ
」
は
、
農
具
と
い
う
よ
り
は
工
具
・
船
具
と
理

解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

水
上
輪
・
寸
方
樋
と
は
正
反
対
に
高
評
価
を
得
て
い
る
の
が
「
つ
る
へ
」

で
あ
る
。
史
料
波
線
部
で
は
、「
田
畠
に
水
を
か
け
る
時
節
、
自
由
よ
く
、

は
か
取
事
を
専
一
に
」
考
え
る
の
な
ら
ば
、
釣
瓶
を
用
い
よ
と
記
す
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
桶
に
ひ
も
を
結
い
つ
け
た
「
つ
る
べ
」・
滑
車
を
付
け
た
「
く

る
ま
つ
る
へ
」・「
さ
お
つ
る
へ
」
は
、
場
所
に
よ
る
制
約
な
く
使
用
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
か
つ
日
本
全
国
で
同
じ
よ
う
な
使
い
方
が
な
さ
れ

て
い
る
か
ら
汎
用
性
も
高
い
。

　

以
上
、
水
上
輪
は
農
具
と
し
て
で
は
な
く
、
工
具
・
船
具
と
認
識
さ
れ
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て
お
り
、
製
作
者
も
限
定
さ
れ
、
破
損
も
し
や
す
い
、
効
率
性
の
悪
い
道

具
と
し
て
散
々
な
評
価
を
さ
れ
て
い
る
。
全
国
で
異
な
る
使
用
も
な
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
道
具
と
し
て
は
、
ま
っ
た
く
異
質
で
汎
用
性

も
な
い
も
の
が
佐
渡
金
銀
山
に
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
道
具
が
導
入
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
佐
渡
金
銀
山
に
ど
の

よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
た
の
か
を
左
の
新
潟
県
立
佐
渡
高
等
学
校
同
窓
会

「
舟
崎
文
庫
」
所
蔵
の
「
飛
都
里
安
留
記
」
を
み
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

こ
の
「
飛
都
里
安
留
記
」（
ひ
と
り
あ
る
き
）
は
、
天
保
年
間
に
成
立
し

た
も
の
で
、
上
・
中
・
下
の
三
巻
か
ら
な
る
。
題
箋
を
一
瞥
す
る
だ
け
で

は
、
何
を
記
し
た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
内
容
を
読
ん
で
い
く
と
極

め
て
詳
細
な
佐
渡
金
銀
山
の
専
門
用
語
集
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る（

（2
（

。

　
　
　
　

一
水
上
輪
樋

是
は
古
来
敷
内
之
水
を
引
揚
候
樋
に
て
、
敷
々
深
敷
広
狭
ニ
寄
、
百

本
も
弐
百
本
も
順
ニ
樋
壱
本
ニ
人
壱
人
掛
り
ニ
而
水
引
揚
候
、
依
之

其
節
迄
は
当
時
之
水
替
を
樋
引
と
云
、
其
後
右
之
趣
ニ
而
は
入
用
過

分
相
掛
候
ニ
付
、
中
頃
よ
り
釣
瓶
ニ
而
汲
上
ケ
候
事
を
仕
出
し
、
水

取
揚
之
勝
手
甚
益
を
得
た
り

　

佐
渡
金
銀
山
の
湧
水
処
理
作
業
は
、
大
き
く
「
手
代
共
之
内
心
得
し
も

の
」
が
「
寸
方
樋
」
を
用
い
る
段
階
と
、「
水
上
輪
」
を
用
い
る
「
樋
引
」

の
段
階
、
最
後
に
「
釣
瓶
」
を
用
い
た
「
水
替
」
の
三
段
階
に
展
開
し
て

い
く
よ
う
で
あ
る
。

　

右
史
料
は
水
上
輪
の
こ
と
を
「
古
来
」
坑
道
内
の
排
水
処
理
の
た
め
に

導
入
さ
れ
た
樋
で
、
大
き
さ
は
稼
場
で
あ
る
敷
（
し
き
）
の
大
き
さ
に
合

わ
せ
た
樋
が
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
そ
し
て
水
上
輪
は
、「
百
本
も
弐

百
本
」
も
製
作
さ
れ
、
基
本
的
に
は
樋
一
本
に
つ
き
一
人
が
樋
を
引
く
こ

と
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
水
上
輪
の
登
場
に
よ
り
、
一
〇
〇
人
も
二
〇
〇

人
も
の
人
々
が
危
険
な
鉱
山
の
坑
道
に
湧
く
地
下
水
の
処
理
作
業
に
お
い

て
、
簡
単
に
手
金
を
回
転
さ
せ
る
だ
け
で
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
排
水

作
業
が
従
来
の
山
師
に
隷
属
す
る
「
手
代
共
之
内
心
得
し
も
の
」
と
い
う

熟
練
労
働
者
か
ら
、「
樋
引
」
と
い
う
非
熟
練
労
働
者
に
よ
る
作
業
に
転

換
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
多
く
の
佐
渡
の
人
び
と
が
銀
山
稼
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
は
な
っ
た
が
、
こ
の
技
術
革
新
が
何
ら
人
員
の

整
理
も
作
業
の
効
率
性
も
実
現
し
て
い
な
い
点
に
注
目
を
要
す
る
。

　

史
料
波
線
部
で
は
、「
中
頃
」
よ
り
費
用
が
嵩
ん
で
釣
瓶
が
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
佐
渡
金
銀
山
の
坑
道
内
で
の
湧
水
が

増
加
し
た
の
で
は
な
い
。
湧
水
処
理
が
往
時
の
ご
と
く
山
師
に
隷
属
す
る

熟
練
労
働
者
で
あ
る
「
手
代
共
之
内
心
得
し
も
の
」
で
な
く
な
っ
た
こ
と

に
起
因
す
る
人
手
不
足
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
佐
渡
奉
行
所
や
山
師
が
人

件
費
を
意
識
し
は
じ
め
る
の
は
、
こ
の
人
手
不
足
の
段
階
に
至
っ
て
か
ら

で
あ
る
。
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以
上
、「
飛
都
里
安
留
記
」
が
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
水
上
輪
の
導
入

に
よ
り
山
師
の
手
代
で
も
な
く
、心
得
も
な
い
全
く
の
素
人
か
ら
な
る「
樋

引
」
が
数
多
く
誕
生
し
た
。
こ
の
樋
引
を
佐
渡
奉
行
所
が
ど
の
よ
う
に
島

民
に
賦
課
し
、
島
民
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
か
は
別
稿
の
課
題
と

し
た
い
。お

わ
り
に

　

以
上
、
佐
渡
金
銀
山
で
は
田
中
清
六
・
大
久
保
長
安
ら
の
佐
渡
代
官
の

時
期
か
ら
す
で
に
湧
水
の
処
理
に
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
大
久
保
が
代
官

を
務
め
て
い
た
慶
長
一
三
年
（
一
六
〇
八
）
に
は
、
海
水
面
と
行
動
の
深

さ
が
ほ
ぼ
同
じ
と
な
り
、
疎
水
工
事
は
限
界
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
。
元
和

四
年（
一
六
一
八
）、山
師
の
豊
部
蔵
人
の
間
歩
で
湧
水
が
起
こ
っ
た
と
き
、

従
来
か
ら
の
樋
で
あ
ろ
う
が
、「
か
な
樋
」
を
製
作
し
て
排
水
さ
せ
た
が

捗
ら
ず
、
豊
部
は
つ
い
に
間
歩
を
手
放
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
と
入
れ

替
わ
り
に
間
歩
の
経
営
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
味
方
但
馬
守
の
「
手
代
共

之
内
心
得
し
も
の
」
に
よ
っ
て
拵
え
ら
れ
た
の
が
「
寸
方
樋
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
山
師
に
よ
る
鉱
山
経
営
は
、
奉
行
所
の
鉱
山
政
策
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
湧
水
処
理
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
た
。
山
師
は
人
件
費
を
上

回
る
収
益
を
「
盛
り
」
と
隷
属
す
る
「
手
代
共
之
内
心
得
し
も
の
」
に
よ
っ

て
補
填
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

寛
永
一
四
年
（
一
六
三
七
）
に
割
間
歩
が
、
再
び
湧
水
に
よ
り
水
敷
と

な
っ
た
。
こ
の
と
き
に
導
入
さ
れ
た
の
が
水
上
輪
で
あ
っ
た
。
水
上
輪
は

京
都
の
盲
人
で
あ
る
水
学
宗
甫
か
ら
、番
匠
の
忠
右
衛
門
・
加
賀
勘
兵
衛
・

加
賀
太
郎
左
衛
門
の
三
人
に
有
償
に
て
伝
授
さ
れ
た
。
し
か
し
妙
輪
寺
の

滝
で
寸
方
樋
と
引
き
比
べ
を
行
い
、
有
用
性
を
認
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
水
上
輪
と
寸
方
樋
は
併
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
水
上
輪
の
設
置
費
用
と
樋
の
排
水
効
率
の
問
題
が
潜
ん
で
お
り
、
あ

る
一
定
量
の
湧
水
が
発
生
す
る
と
「
手
代
共
之
内
心
得
し
も
の
」
に
よ
る

寸
方
樋
で
の
排
水
作
業
が
な
お
必
要
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
佐
渡

金
銀
山
に
関
係
す
る
番
匠
の
間
で
も
、
水
上
輪
よ
り
効
率
的
な
樋
を
製
作

し
得
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
以
降
、
佐
渡
金
銀
山
の
山
師
は
奉

行
所
と
と
も
に
依
存
度
を
高
め
て
い
く
。

　

な
お
、
佐
渡
奉
行
所
の
地
役
人
が
「
か
ら
く
り
ノ
様
子
」
を
見
せ
る
よ

う
迫
っ
た
際
に
水
学
が
拒
絶
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
上
輪
が
定
着
し
な

か
っ
た
こ
と
と
も
合
わ
せ
て
特
許
を
主
張
す
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
承

応
三
年
（
一
六
五
四
）、
水
敷
の
山
師
が
水
学
方
へ
水
上
輪
を
教
え
て
く

れ
る
よ
う
上
方
へ
使
い
を
遣
る
と
、
水
学
は
忠
右
衛
門
・
加
賀
勘
兵
衛
・

加
賀
太
郎
左
衛
門
ら
に
伝
授
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
弟
子
を
二
人
ば
か

り
送
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
特
許
と
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
当
時
の
技
術
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が
口
伝
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

一
方
、
水
学
宗
甫
は
「
長
崎
実
録
大
成
」
に
よ
る
と
、
寛
永
一
三
年

（
一
六
三
六
）
に
長
崎
に
お
い
て
慶
長
一
三
年
（
一
六
〇
八
）
に
香
焼
島

で
焼
き
討
ち
さ
れ
て
沈
没
し
た
南
蛮
船
の
引
き
揚
げ
も
行
っ
て
お
り
、
西

国
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
延
宝
六
年

（
一
六
七
八
）
以
前
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
「
江
戸
広
小
路
」
の
な
か

に
、
松
尾
芭
蕉
が
詠
ん
だ
句
の
な
か
に
水
学
が
登
場
し
て
く
る
こ
と
か
ら

も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
水
学
は
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
の
井
原
西
鶴
「
西
鶴
獨
吟
百

韵
自
註
繪
巻
」
の
な
か
に
も
登
場
し
て
お
り
、「
楠
か
は
た
ら
き
」
の
よ

う
な
こ
と
も
成
し
遂
げ
る
土
木
技
術
者
・
知
恵
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
水
学
宗
甫
の
畿
内
の
文
壇
に
お
け
る
評
価
は
、
西
鶴
と
の
親
和
性
の

高
い
「
阿
蘭
陀
流
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
従
来
の
特
許
と

い
う
側
面
は
、
彼
の
守
銭
奴
的
な
側
面
を
誇
張
し
す
ぎ
て
い
る
。

　

水
上
輪
は
延
宝
期
か
ら
天
和
期
ご
ろ
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
「
百
姓
伝

記
」
に
お
い
て
、
構
造
が
難
し
く
製
作
す
る
際
の
手
間
が
多
く
、
そ
の
う

え
破
損
し
や
す
い
「
徳
す
く
な
」
い
道
具
と
し
て
散
々
な
評
価
を
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
寸
方
樋
も
同
様
で
、
水
上
輪
よ
り
は
ほ
ん
の
少
し
「
手
ま
ハ

し
」
が
良
い
程
度
と
い
う
評
価
で
あ
っ
た
。「
百
姓
伝
記
」
で
寸
方
樋
は
、

船
大
工
が
よ
く
拵
え
る
も
の
で
、
家
大
工
が
拵
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
道

具
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
寸
方
樋
は
、
も
と
も
と
船
具
で

あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
佐
渡
金
銀
山
に
関
係
す
る
技
術
で
独
自
の

技
術
は
極
め
て
少
な
く
、
多
く
が
外
来
の
技
術
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
水
上
輪
と
正
反
対
に
高

評
価
を
得
て
い
る
の
が
釣
瓶
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
場
所
を
選
ぶ
こ
と
な

く
使
え
る
こ
と
や
効
率
性
の
高
さ
、
さ
ら
に
日
本
全
国
同
じ
よ
う
な
使
い

方
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

舟
崎
文
庫
に
伝
わ
る
「
飛
都
里
安
留
記
」
に
よ
れ
ば
、
佐
渡
金
銀
山
に

お
け
る
湧
水
処
理
作
業
は
、「
手
代
共
之
内
心
得
し
も
の
」
が
「
寸
方
樋
」

を
用
い
る
段
階
、「
水
上
輪
」
を
用
い
る
「
樋
引
」
の
段
階
、
最
後
に
「
釣

瓶
」
を
用
い
た
「
水
替
」
の
順
に
三
段
階
に
展
開
す
る
。
そ
し
て
水
上
輪

の
導
入
に
よ
っ
て
、
水
替
は
「
樋
引
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
従
来
の
山
師
に
隷
属
す
る
熟
練
工
か
ら
、
非
熟
練
工
に
よ
る
手
金
を

回
す
の
み
で
の
排
水
作
業
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
る
。そ
し
て「
樋
引
」は
、

「
中
頃
」
ま
で
継
続
し
た
。

　

水
上
輪
の
佐
渡
金
銀
山
へ
の
導
入
は
、
多
く
の
非
熟
練
工
で
あ
る
樋
引

人
足
を
誕
生
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
樋
引
人
足
は
、
主
に
佐
渡
の
農
村

か
ら
調
達
さ
れ
た
。
百
姓
の
銀
山
稼
を
可
能
と
す
る
一
方
で
、
賦
課
す
こ

と
が
で
き
る
夫
役
と
し
て
成
立
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
が
水
上
輪
で
あ
っ

た
。
こ
の
負
担
を
め
ぐ
る
山
師
・
佐
渡
奉
行
所
、
そ
し
て
島
民
の
反
応
は
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次
稿
の
課
題
と
す
る
。

注（
1
）	

佐
々
木
潤
之
介
「
鉱
山
に
お
け
る
技
術
と
労
働
組
織
」『
岩
波
講
座　

日
本
歴
史
』

（
一
一
、
近
世
三
）
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
二
〇
九
～
二
四
八
頁
。

（
2
）	

麓
三
郎
『
佐
渡
金
銀
山
史
話
』
三
菱
金
属
工
業
株
式
会
社
、
一
九
七
三
年
、
四
五

～
二
七
九
頁
。

（
3
）	

た
と
え
ば
柳
平
則
子
「
技
術
の
伝
承　

記
録
と
保
存
～
水
上
輪
（
樋
）
の
製
作
記

録
か
ら
～
」『
民
具
研
究
』
一
二
九
、二
〇
〇
三
年
。

（
4
）	

麓
三
郎
前
掲
書
、
一
三
六
～
一
三
七
頁
、
一
七
一
頁
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
曾
根
吉

正
が
佐
渡
奉
行
で
あ
っ
た
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
に
水
上
輪
五
艘
を
農
民
に

下
げ
渡
し
た
と
す
る
。
ま
た
は
柳
平
前
掲
論
文
。

（
5
）	

田
中
圭
一
『
佐
渡
金
銀
山
の
史
的
研
究
』
刀
水
書
房
、
一
九
九
一
年
、
一
三
六
～

一
四
一
頁
。
ま
た
は
新
潟
県
『
新
潟
県
史
』（
通
史
編
三
、
近
世
一
）
一
九
八
七
年
、

五
二
三
～
五
二
七
頁
。

（
6
）	

佐
々
木
前
掲
論
文
。

（
7
）	

前
掲
『
新
潟
県
史
』（
通
史
編
三
）、
五
〇
七
～
五
〇
九
頁
。

（
8
）	

同
右
、
五
〇
九
～
五
一
一
頁
。

（
9
）	

佐
渡
郡
教
育
会
編
『
佐
渡
年
代
記
』、
一
九
七
四
年
、
一
〇
～
一
一
頁
。
ま
た
は

前
掲
『
新
潟
県
史
』（
通
史
編
三
）、
五
二
三
～
五
二
七
頁
。

（
10
）	

前
掲
『
新
潟
県
史
』（
通
史
編
三
）、
五
〇
九
～
五
一
一
頁
。

（
11
）	

同
右
『
佐
渡
年
代
記
』
上
巻
、
二
三
～
二
六
頁
。
新
潟
県
『
新
潟
県
史
』
資
料
編

九
（
近
世
四　

佐
渡
編
）
一
九
八
一
年
、
二
五
五
頁
。「
佐
渡
年
代
記
」
一
、
舟

崎
文
庫
、
目
録
番
号
五
八
。

（
12
）	『
新
潟
県
史
』資
料
編
九
、二
五
九
～
二
六
一
頁
。「
佐
渡
国
略
記
」三
、舟
崎
文
庫
、

目
録
番
号
九
〇
。

（
13
）	

萩
原
三
雄
『
日
本
の
金
銀
山
遺
跡
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
三
年
、
一
五
～
二
九
頁
。

（
14
）	

小
葉
田
淳
『
日
本
鉱
山
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、
三
～
七
三
頁
。

（
15
）	

丹
羽
漢
吉
・
森
永
種
夫
校
訂
『
長
崎
実
録
大
成
』
正
編
、
長
崎
文
献
社
、
一
九
七
三

年
、
三
二
六
～
三
二
七
頁
。

（
16
）	

同
右
。

（
17
）	

雲
英
末
雄
・
佐
藤
勝
明
訳
注
『
芭
蕉
全
句
集
』
角
川
書
店
、
二
〇
一
六
年
、
二
八
一

頁
。

（
18
）	

井
原
西
鶴
「
西
鶴
獨
吟
百
韵
自
註
繪
巻
」、
潁
原
退
蔵
ほ
か
編
『
定
本
西
鶴
全
集
』

第
一
二
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
〇
年
、
三
一
〇
～
三
一
一
頁
。

（
19
）	

同
右
。

（
20
）	「
西
鶴
獨
吟
百
韵
自
註
繪
巻
」、二
七
一
頁
参
照
。西
鶴
は
こ
こ
で
談
林
俳
諧
を「
当

流
」、
貞
門
俳
諧
を
「
古
風
」
と
す
る
。
そ
し
て
「
上
戸
な
ら
す
下
戸
な
ら
す
此

間
を
よ
し
と
見
定
め
つ
か
ふ
ま
つ
り
て
さ
し
あ
け
け
る
我
ひ
と
り
の
機
嫌
に
し
て

う
た
ひ
け
る
は
千
秋
楽
」
と
結
ぶ
。
こ
の
「
此
間
」
と
は
、
松
尾
芭
蕉
の
正
風
俳

諧
を
指
し
て
い
る
。

（
21
）	

こ
の
一
文
は
「
西
鶴
獨
吟
百
韵
自
註
繪
巻
」
の
編
者
で
あ
る
潁
原
退
蔵
・
暉
峻
康

隆
・
野
間
光
辰
の
注
を
参
照
に
し
て
い
る
。
三
一
一
頁
参
照
。

（
22
）	

桜
井
英
治
・
中
西
聡
編
『
新
体
系
日
本
史
一
二　

流
通
経
済
史
』（
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
）、
二
四
四
～
二
四
六
頁
。

（
23
）	

注
21
参
照
。

（
24
）	「
百
姓
伝
記
」
巻
五
、『
日
本
農
書
全
書
』一
六
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
八
〇

年
、
二
一
六
～
二
一
八
頁
。

（
25
）	

飯
沼
二
郎
・
堀
尾
尚
志
『
農
具
』（
も
の
と
人
間
の
文
化
史
一
九
）
法
政
大
学
出

版
局
、
二
〇
一
〇
年
、
七
八
～
七
九
頁
。

（
26
）	「
飛
都
里
安
留
記
」
は
、
天
保
年
間
に
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
翻
刻
さ

れ
た
も
の
と
し
て
、
田
中
圭
一
『
佐
渡
金
銀
山
の
史
的
研
究
』
に
収
録
さ
れ
て
い
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る
。
本
稿
で
用
い
る
「
飛
都
里
安
留
記
」
に
収
録
さ
れ
る
「
水
上
輪
樋
」
は
上
巻

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
目
録
番
号
は
二
三
七
。
な
お
、
上
巻
は
「
金
銀
山
稼
方
」、

中
巻
は
「
本
途
粉
成
吹
取
扱
・
小
判
所
取
扱
」、
下
巻
は
「
吹
方
所
取
扱
・
西
三

川
金
山
取
扱
・
穿
鑿
掛
取
扱
」
を
内
容
と
す
る
。
史
料
名
が
「
飛
都
里
安
留
記
」

の
理
由
・
作
成
者
と
も
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
や
は
り
秘
匿
を
意
図
し
て
の
も
の

と
推
測
す
る
。


